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Fiorano SOA プラットフォーム

コマンド ライン ツールによる

コンポーネント フローの操作

対象バージョン : 2007 SP7 および 9.0.0
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はじめに

このガイドブックは、Fiorano SOA プラットフォームにおけるコマンド ライン ツールを用いて、コンポーネント フローの一括

起動などの操作を行う方法について説明するものです。

このガイド ブックは、以下のガイドブックで説明されている知識を有していることを前提としています。

 Fiorano SOA プラットフォームの起動方法

 Fiorano SOA プラットフォームのアーキテクチャ概要

 Fiorano オーケストレータによるビジネス プロセス構築の概要 (基礎編)
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1 コマンド ライン インタフェース

Fiorano SOA プラットフォームでは、Studio によるコンポーネント フローの起動、停止以外に、コマンド ライン ツールによ

る起動、停止が行えます。

1.1 コマンド ライン ツール

コマンド ライン ツールは、スクリプト cli.bat (Unix / Linux 版の場合は、cli.sh) によって起動できます。

場所

<インストール ディレクトリ>/esb/tools/cli

1.1.1 Windows の場合

cli.bat ファイルを実行します。

次のキャプチャ画面で示すように Windows の cmd.exe が実行され、コマンドの入力待ちの状態となります。

Windows 版におけるコマンド ライン ルールでは、ant コマンドを入力します。(ant については、付録 『 ant について 』 を

参照してください。)

ant <target name>

<target name> の代表的なものには、次のものがあります。

launchApps (複数コンポーネント フローの一括起動)

stopApps (複数コンポーネント フローの一括停止)

exportApps (複数コンポーネント フローの一括エクスポート)

importApps (複数コンポーネント フローに一括インポート)

例えば、複数のコンポーネント フローを一括して起動する場合には、

ant launchApps

と入力します。

build.xml ファイルにすべての target 定義されていますので、その他の target に何があるか知りたい場合には、このファイ

ルをブラウザなどで閲覧してください。

起動するコンポーネント フローの定義については、『1.2 build.properties 』 で説明します。
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1.1.2 Linux/Unix の場合

Linux / Unix の場合には、cli.sh の起動時に target name を指定します。(target name については、前のセクション

『 1.1.1 Windows の場合 』 を参照してください)

cli.sh <target name>

1.2 build.properties ファイル

target に対するパラメータ （例えば、 launchApps で一括起動するコンポーネント フローのリスト ） は、

build.properties ファイルに設定します。

build.properties には、デフォルトのパラメータ値が設定してありますので、これを変更します。

下の画面キャプチャは、build.properties をテキスト エディタで開いたものです。

一括起動するコンポーネント フローの GUID を LAUNCH_AAPLICATION_LIST に、カンマで区切って指定します。

デフォルトの設定では、SIMPLECHAT と WORKLIST_MANAGER が登録されています。

一括して停止するコンポーネント フローは、STOP_APPLICATION_LIST に指定します。

target name buid.properties

launchApps LAUNCH_APPLICATION_LIST

stopApps STOP_APPLICATION_LISR

exportApps EXPORT_APPLICATION_LIST

importApps IMPORT_APPLICATION_LIST
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2. コマンド ライン ツールによる target の実行

Windows を例に、コマンド ライン ツールによる一括起動および停止の方法を説明します。

build.properies ファイルの LAUNCH_APPLICATION_LIST と STOP_APPLICATION?LIST に DB_SYNC と

DVD_INVENTORY コンポーネント フローを登録します。

コマンド ライン ツールで ant luanchApps を実行します。

次のように BUILD SUCCESFUL と表示されれば、指定したコンポーネント フローがすべて起動されたことになります。
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コンポーネント フローを停止する場合には、ant stopApps を実行します。

次のように BUILD SUCCESFUL と表示されれば、指定したコンポーネント フローがすべて停止されたことになります
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付録 ant について

Ant は、Apache Jakarta プロジェクトから提供されている、Java 用のメイク ツールです。 Unix のメイク （make） コマンドと

同じような機能があります。

Unix の make と同様に、An t は 「一連の処理を自動化するためのツール」 です。Fiorano SOA プアラットフォーム のコ

マンド ライン ツールは、ant の機能を利用してコンポーネント フローの一括自動起動や停止を実現しています。

Ant の詳細や日本語マニュアルについては、Apache Jakarta プロジェクトの web サイトを参照してください。

http://www.jajakarta.org/ant/ant-1.6.1/docs/ja/index.html


